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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

漢
方
の
真
髄
は
未
病
に
あ
り

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
今
、
漢
方
が
脚
光
を
浴
び

て
い
る
。
当
然
で
あ
る
。
高
齢

者
の
多
く
は
多
臓
器
、
多
系
統

に
疾
患
を
抱
え
て
お
り
、
細
分

化
し
た
西
洋
医
学
で
は
対
応
が

困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
漢
方
の

特
徴
は
、
心
と
身
体
は
一
体
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
自
然

治
癒
力
を
高
め
、
身
体
を
整
え

る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
患
者
に
つ
い

て
、
心
身
と
も
に
全
体
像
を
把

握
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ラ
ン
ス

の
崩
れ
を
見
極
め
て
治
療
に
あ

た
る
。「
病
気
を
治
す
」
の
で

は
な
く
、「
病
人
を
治
す
」
の

で
あ
る
。「
木
を
見
て
森
を
見

な
い
」
西
洋
医
学
と
は
根
本
的

に
異
な
る
総
合
的
な
診
療
、「
全

人
的
医
療
」
が
特
徴
な
の
で
あ

る
。ま

た
、
漢
方
に
は
「
未
病
」

と
い
う
概
念
が
あ
る
。「
上
工

は
未
病
を
治
す
」
と
漢
方
で
も

っ
と
も
尊
重
さ
れ
る
「
未
病
」

は
、
体
質
改
善
や
病
気
の
予
防

を
重
視
す
る
漢
方
の
最
大
・
最

高
の
目
標
で
あ
る
。
食
生
活
を

中
心
と
し
た
自
然
と
の
健
全
な

関
係
に
よ
っ
て
生
命
力（
元
気
）

を
強
化
し
、
心
と
身
体
の
健
康

を
維
持
し
て
い
く「
未
病
」。「
漢

方
の
真
髄
は
未
病
に
あ
り
」
と

喝
破
し
、
こ
の
未
病
を
強
調
す

る
粟
島
行
春
氏
の
漢
方
古
典
研

究
を
ま
と
め
た
叢
書
「
日
本
漢

方
の
古
典
」
全
三
巻
は
、
日
本

漢
方
の
古
典
を
正
確
な
翻
刻
と

わ
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
、
鮮

明
な
写
真
版
、
詳
細
な
注
解
に

よ
っ
て
詳
解
し
た
も
の
。

中
国
の
貴
重
な
古
医
書
を
抜

粋
・
再
編
し
た
わ
が
国
最
古
の

医
書
『
医
心
方
』
か
ら
、
食
生

活
の
あ
り
方
、
注
意
点
、
各
種

食
材
の
性
質
・
効
能
を
ま
と
め

た
第
一
巻
『
医
心
方

食
養

篇
』、
日
本
漢
方
の
革
命
児
・

吉
益
東
洞
の
医
業
を
集
成
し
た

第
二
巻
『
建
殊
録
�
�
東
洞
医

学
の
成
果
』、
古
方
医
学
の
理

論
的
確
立
と
実
践
的
検
証
に
つ

と
め
た
永
富
独
嘯
庵
の
業
績
を

網
羅
し
た
第
三
巻
『
医
聖

永

富
独
嘯
庵
』の
三
巻
か
ら
成
る
。

こ
の
叢
書
は
漢
方
の
真
髄
で
あ

る
「
未
病
」
と
、
日
本
漢
方
の

起
源
・
革
新
・
展
開
の
歴
史
を

知
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
基
本
的
資
料
で
あ
る
。

医
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想

親
試
実
験
を
唱
え
、
実
験
医

学
の
道
を
開
い
た
と
さ
れ
る
吉

益
東
洞
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
生

き
た
安
藤
昌
益
は
、
こ
れ
ま
で

「
日
本
の
国
土
が
生
ん
だ
最
大

思
想
家
に
し
て
、
世
界
思
想
史

上
に
も
特
筆
す
べ
き
人
物
」（
狩

野
亨
吉
）
と
し
て
、
そ
の
卓
抜

な
社
会
思
想
ば
か
り
が
注
目
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
の
生

業
は
医
者
で
あ
り
、
狩
野
亨
吉

に
よ
る
発
見
以
前
に
昌
益
の
業

績
を
紹
介
し
た
の
は
、
ほ
か
な

ら
ぬ
漢
方
医
学
の
巨
頭
、
浅
田

宗
伯
で
あ
っ
た
。

昌
益
は
当
時
、
日
本
の
医
家

が
捨
て
去
ろ
う
と
し
て
い
た

『
黄
帝
内
経
』
の
世
界
を
徹
底

的
に
復
元
し
よ
う
と
し
た
。
三

陰
三
陽
、
五
運
六
気
な
ど
を
、

五
行
説
を
八
行
説
に
改
変
し
、

陰
陽
論
を
互
性
論
に
深
め
た
う

え
で
徹
底
的
に
復
元
し
た
昌
益

の
ね
ら
い
は
何
で
あ
っ
た
の

か
。昌

益
が
か
た
く
な
な
ま
で
に

こ
だ
わ
っ
た
天
人
合
一
、
天
人

相
関
の
思
想
は
、
近
代
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
・
人
間
中
心
主
義
、

主
客
分
離
の
合
理
主
義
に
対
す

る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。

人
間
を
自
然
か
ら
切
り
離
し
て

特
別
な
存
在
と
し
、
有
機
的
・

全
体
的
な
自
然
を
バ
ラ
バ
ラ
に

分
析
・
分
解
し
、
単
純
化
し
て

改
造
し
破
壊
す
る
。
人
間
に
し

て
も
同
様
で
あ
る
。
本
来
、
環

境
と
相
関
し
、
身
心
一
如
、
全

体
と
し
て
機
能
す
る
人
体
を
バ

ラ
バ
ラ
に
切
り
離
し
て
機
械
・

部
品
と
し
て
と
ら
え
、
臓
器
の

交
換
ま
で
す
る
。
こ
う
し
た
近

代
科
学
・
近
代
医
学
の
反
自
然

性
・
危
険
性
を
前
近
代
に
お
い

て
す
で
に
察
知
し
、
結
果
的
に

そ
れ
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と

に
な
っ
た
。

近
代
の
二
五
〇
年
を
走
り
続

け
て
一
周
し
た
ら
、
頑
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
な
か
っ
た
昌
益
の

背
中
が
見
え
て
き
た
。
主
客
分

離
の
近
代
合
理
主
義
、
情
報
化

・
Ｉ
Ｔ
革
命
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

・
バ
ー
チ
ャ
ル
化
が
急
速
に
進

展
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
進
展

す
る
自
然
と
人
間
の
乖
離
、
肉

体
と
精
神
、理
性
と
感
情
な
ど
、

自
然
に
反
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

「
二
別
」
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら

れ
、
苛
ま
れ
た
近
代
人
の
苦
悩

と
、
自
然
と
人
間
の
対
立
・
諸

矛
盾
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
が
、

昌
益
の
一
徹
な
天
人
合
一
の
思

想
に
ほ
の
見
え
て
い
る
。

『
安
藤
昌
益
全
集
』
と
そ
の

増
補
篇
に
再
現
さ
れ
た
昌
益
医

学
の
真
髄
は
、
こ
う
し
た
近
代

文
明
と
近
代
科
学
へ
の
反
省
と

警
鐘
を
鳴
ら
す
、
土
着
自
生
の

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
思
想
な
の

で
あ
る
。

吉
益
東
洞

全
３
巻

粟
島
行
春
編
訳
、
復

刻
・
書
下
し
・
現
代
語
訳
・
注

解
、
Ｂ
５
判
、
上
製
、
箱
入

第
１
巻

医
心
方

食
養
篇

４
９
０
頁

１
６
８
０
０
円

第
２
巻

建
殊
録
―
東
洞
医
学

の
成
果

４
８
６
頁

１
６
８
０
０
円

第
３
巻

医
聖

永
富
独
嘯
庵

５
８
２
頁

１
８
９
０
０
円

揃
価
５
２
５
０
０
円

全
２１
巻
（
２２
分
冊
）
別
巻
１

安
藤
昌
益
研
究
会
編
、Ａ
５
判
、

上
製
、
箱
入

〈
現
代
語
訳
編
〉
�１
〜
�７
稿
本

自
然
真
営
道
�８
〜
�１２
統
道
真
伝

�１３
刊
本
自
然
真
営
道

〈
資
料
編
〉
�１４
〜
�１６
上
下

医

学
関
係
資
料
、
自
然
真
営
道
残

簡
ほ
か

〈
復
刻
編
・
影
印
版
〉
�１７
〜
�１９

稿
本
自
然
真
営
道
�２０
〜
�２１
統
道

真
伝

〈
別
巻
〉
安
藤
昌
益
事
典

著
作
目
録
、
年
譜
、
門
人
伝
記
、

用
語
解
説
、
研
究
史
、
参
考
文

献
、
索
引
、
図
表
に
よ
る
昌
益

思
想
の
集
大
成
。

●
各
４
２
０
０
円
〜
６
２
０
０

円
、
揃
価
１
１
５
５
０
０
円

全
３
巻
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱

入
、
各
巻
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付

●
各
１
５
０
０
０
円
、
揃
価
４

５
０
０
０
円

増
補
篇
一
（
資
料
篇
四
）

良
中
子
神
医
天
真
、
良
中
先
生

自
然
真
営
道
方

東
均
・
新
谷

正
道
編
著

翻
刻
・
注
・
解
説

２
０
０
１
年
に
内
藤
記
念
く

す
り
博
物
館
で
発
見
さ
れ
た
資

料
。
前
者
は
、
焼
失
し
た
稿
本

「
自
然
真
営
道
」
の
医
学
論
や

天
文
論
を
再
現
。
後
者
は
、
昌

益
の
処
方
集
。

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
１
電
子
版

安
藤
昌
益
事
典

増
補
篇
二
（
資
料
篇
五
上
）

真
斎
漫
筆

天
・
地
・
人（
上
）

中
村
篤
彦
編
著

現
代
語
訳
・

注
・
解
説

昌
益
の
病
証
論
、処

方
を
記
録
・
再
現
し
た
資
料
。今

回
初
め
て
現
代
語
訳
を
掲
載
。

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
２
電
子
版

安
藤
昌
益
全
集
・
全
文
テ
キ
ス

ト
篇

増
補
篇
三
（
資
料
篇
五
下
）

真
斎
漫
筆

天
・
地
・
人（
下
）

中
村
篤
彦
編
著

【
別
冊
附
録
】
昌
益
医
学
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
、
付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
３
電
子
版
安
藤
昌
益
全
集
・

章
句
検
索
篇

●
衛
生
と
は
生
命
・
生
活
・
生
産
を
衛
る

こ
と
で
あ
る

「
丸
山
博
著
作
集
」

丸
山
衛
生
学
は
、
医
学
の
基

本
と
な
る
世
界
観
、
実
践
の
た

め
の
哲
学
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
医
学
の
一
分
野
と
し
て

の
衛
生
学
で
は
な
い
。
森
永
砒

素
ミ
ル
ク
中
毒
事
件
の
追
跡
調

査
を
初
め
と
し
た
実
践
的
研
究

で
、
保
健
婦
や
養
護
教
諭
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
有
害
食

品
研
究
会
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー

ダ
研
究
会
も
組
織
し
、
自
然
食

や
有
機
農
業
を
実
践
・
支
援
す

る
組
織
が
生
ま
れ
る
先
駆
と
も

な
っ
た
。

そ
の
丸
山
の
業
績
を
ま
と
め

た
「
丸
山
博
著
作
集
」（
全
三

巻

揃
価
一
〇
五
〇
〇
円
）は
、

地
域
福
祉
や
食
の
安
全
・
安
心

の
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
今
日
、
色
褪
せ
る
こ
と
な
く

示
唆
に
富
む
。
医
療
・
福
祉
関

係
者
は
な
に
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

す
べ
き
か
、
地
域
住
民
は
日
々

の
暮
ら
し
を
ど
う
変
え
て
い
く

べ
き
か
。

第
一
巻
「
死
児
を
し
て
叫
ば
し

め
よ
」

乳
児
死
亡
の
先
天
的

・
遺
伝
的
条
件
と
後
天
的
・
環

境
的
条
件
の
統
計
的
把
握
法
ア

ル
フ
ァ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
他
、

急
速
な
近
代
化
に
よ
る
諸
矛
盾

の
象
徴
と
し
て
乳
児
死
亡
を
と

ら
え
告
発
す
る
丸
山
衛
生
学
の

原
点
を
集
成
。

第
二
巻
「
い
ま
改
め
て
衛
生
を

問
う
」

公
衆
衛
生
の
最
前
線

を
担
う
保
健
婦
・
養
護
教
諭
・

看
護
婦
・
医
師
の
あ
り
方
を
問

い
、
期
待
を
こ
め
た
呼
び
か
け

を
集
成
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
商

品
化
と
市
場
化
が
進
む
な
か
、

大
衆
に
密
着
し
地
域
に
入
り
込

ん
で
活
動
す
る
す
べ
て
の
人
に

贈
る
丸
山
衛
生
学
の
神
髄
。

第
三
巻
「
食
生
活
の
基
本
を
問

う
」
「
い
の
ち
は
食
な
り
」。

食
品
公
害
の
問
題
、
行
き
詰
ま

っ
た
西
洋
医
学
を
打
破
す
る
も

の
と
し
て
の
イ
ン
ド
伝
承
医
学

研
究
な
ど
、
丸
山
衛
生
学
の
原

点
と
到
達
点
。

●「
病
人
の
歴
史
」を
描
い
た
戦
後
社
会
史
研
究

の
金
字
塔

川
上
武『
戦
後
日
本
病
人
史
』

川
上
武
は
、『
現
代
日
本
病

人
史
』（
勁
草
書
房
、
１
９
８

２
年
）
で
初
め
て
、
医
学
史
で

も
疾
病
史
で
も
な
く
、「
病
人
」

の
視
点
か
ら
近
代
日
本
の
歴
史

（
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
）
を
総

括
し
た
。
治
療
現
場
に
立
つ
医

師
で
あ
り
、
社
会
視
点
を
持
つ

医
事
評
論
家
で
も
あ
る
川
上
だ

か
ら
こ
そ
で
き
た
仕
事
だ
っ

た
。
そ
の
続
編
で
あ
る
『
戦
後

日
本
病
人
史
』
も
、
す
で
に
医

療
・
福
祉
関
係
者
か
ら
は
「
医

療
従
事
者
必
読
の
書
」（
大
谷

藤
郎
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
総

長
）
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
し
、

「
戦
後
社
会
史
研
究
の
金
字
塔
」

（
加
藤
哲
郎
・
一
橋
大
学
教
授
）

と
各
界
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。

本
書
は
戦
後
日
本
の
医
療
と

福
祉
に
関
す
る
他
に
な
い
事
典

と
な
っ
て
い
る
。た
と
え
ば「
ハ

ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
歴
史
を
調

べ
た
い
」
と
思
っ
て
も
、
個
別

の
事
例
に
つ
い
て
の
本
は
あ
っ

て
も
ト
ー
タ
ル
な
歴
史
を
教
え

て
く
れ
る
資
料
が
な
か
っ
た
。

そ
の
点
、
本
書
は
被
爆
者
、
ハ

ン
セ
ン
病
、
公
害
病
か
ら
遺
伝

子
操
作
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
な
ど

高
度
先
端
医
療
の
進
展
ま
で
、

激
動
の
二
十
世
紀
後
半
が
全
一

七
章
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
か
つ
、
膨
大
な
注
で

参
考
文
献
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
患
者
の
手
記
や
文
学

作
品
も
随
所
に
参
照
さ
れ
て
お

り
、
研
究
書
の
よ
う
な
生
硬
さ

で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に

生
き
た
者
の
命
の
叫
び
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

あ
と
が
き
で
「『
現
代
日
本

病
人
史
』
と
『
戦
後
日
本
病
人

史
』を
比
べ
る
と
、
い
か
に�
戦

後
日
本
病
人
史
�
の
内
容
が
複

雑
・
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
か

が
、
は
っ
き
り
す
る
と
思
い
ま

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
医
療
・

福
祉
と
患
者
の
関
係
が
問
わ
れ

る
事
件
が
頻
発
す
る
昨
今
、
必

携
の
一
冊
だ
。

●
２１
世
紀
を
こ
そ
子
ど
も
の
世
紀
に

『
正
木
健
雄
選
集

希
望
の
体
育
学
』

各
地
の
紛
争
で
命
を
落
と
す

少
年
兵
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
で

心
配
さ
れ
る
子
ど
も
の
人
身
売

買
。
日
本
で
も
凶
悪
犯
罪
の
犠

牲
者
と
し
て
、
さ
ら
に
は
加
害

者
と
し
て
子
ど
も
が
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
る
。

正
木
は
、
軍
国
主
義
教
育
の

先
兵
だ
っ
た
体
育
を
子
ど
も
の

た
め
の
体
育
に
転
換
す
る
た
め

に
研
究
し
、
発
言
し
、
運
動
を

組
織
し
て
き
た
。
四
〇
余
年
に

わ
た
る
業
績
か
ら
編
ま
れ
た
の

が
本
書
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

話
題
と
な
っ
た「
背
中
ぐ
に
ゃ
、

朝
か
ら
あ
く
び
」
な
ど
子
ど
も

の
問
題
を
発
見
す
る
た
め
の
努

力
と
、
そ
の
解
決
法
を
求
め
る

研
究
の
数
々
。「
子
ど
も
の
か

ら
だ
」
か
ら
出
発
し
て
、
分
析

し
て
細
分
化
す
る
の
で
な
く
、

子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
そ
の

も
の
へ
の
働
き
か
け
を
課
題
と

し
て
い
っ
た
正
木
の
足
跡
と
後

に
続
く
世
代
に
残
さ
れ
た
課
題

が
よ
く
わ
か
る
。

丸
山
博
著
作
集

全
３
巻

Ａ
５
判
、
上
製

●
各
３
５
０
０
円

�１
死
児
を
し
て
叫
ば
し
め
よ

２
８
８
頁

�２
い
ま
改
め
て
衛
生
を
問
う

３
２
０
頁

�３
食
生
活
の
基
本
を
問
う

３
２
０
頁

農
医
一
体
・
未
病
医
学
・
全
人
医
療
の
先
駆

日
本
漢
方
の
起
源
・
革
新
・
展
開
を
知
る
全
集

叢
書

日
本
漢
方
の
古
典

安
藤
昌
益
全
集

安
藤
昌
益
全
集

増
補
篇

「
未
病
」の
精
神
で
現
代
と
格
闘
し
た
三
人

人
間
を
ま
る
ご
と
と
ら
え
て
社
会

の
病
理
ま
で
浮
き
彫
り
に

見直される漢方と「未病の学」の水脈江 戸 か ら
見える未来

（８）第１９９２号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００５年（平成１７年）２月２０日


